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謹んで新年のお慶びを申し上げます。 

年頭に当たり、日頃から本会にお寄せ頂いて

おります皆様のご指導とご支援に対して、衷心

より厚く御礼申し上げます。 

 

世界の経済情勢は、様々なリスクを抱える中、

緩やかな回復へと進む状況です。 

一般社団法人北海道農業機械工業会 
会長 青栁 稔 

AGRITECHNICA2013 会場 ドイツ ハノーファー 
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アメリカは政府支出の減少が下押し圧力とな

るものの、自動車購入や住宅投資が景気回復の

けん引役となっていくことが予想され、民間需

要は堅調と思われます。ＥＵでは債務危機も一

段落し、輸出主導で緩やかに景気回復するであ

ろうと思われます。 

一方、中国は過剰投資の是正の影響から、か

つての２ケタ成長は終焉を迎え、７％台の中成

長局面へと移行中であり、景気の勢いに弾みが

つく状況ではないとされています。 

日本では昨年来、金融緩和、財政出動、成長

戦略を３本の矢とする安倍政権の“アベノミク

ス”が功を奏しており、２０１３年度末までは

消費税アップ前の駆け込み需要もあって、加速

傾向にあります。２０１４年４～６月期につき

ましては、消費税アップ後の反動は避けられそ

うにない状況ですが、その後は緩やかにではあ

るものの徐々に回復し、景気後退には至らない

との予測がされております。 

 

３月までの経済状況は国内農業に対しても同

様で、農業機械に対する補助事業等があり、北

海道内の農業機械メーカーに対しては、大いに

追い風が吹いているような状況となっておりま

す。 

ただ、消費税率が８％となって、減反政策の

大転換が行われ、これにも増してＴＰＰへの参

加が表明されたことで、近い将来への不安感は

増してはおります。 

農政の方向をしっかりと見極めて、方向性が

決まった段階で機敏に行動することがより重要

となってくるものと考えております。 

 

また、農業の６次産業化・農商工連携につい

ても、新しいステージへの進展が見られました。

昨年１０月には、農林水産省から「農業界と経

済界の連携」に対する指針が示されて、ロボッ

ト・ＩＴ技術業界等の関係者と、農機業界のワ

ーキンググループの設置も行われました。ＩＣ

Ｔ（情報通信技術）によるスマート農業、次世

代施設園芸など、農業への注目度や成長産業と

しての期待は高まるばかりです。それを支える

農業機械の使命は、ますます重要になって来る

と考えます。 

 

さて、７月には、第３３回国際農業機械展 in 

帯広が開催されます。八年越しのこの展示会を

北農工としましては、是非とも成功裡へと導か

なければなりません。北海道内はもちろん、日

本国内や海外からのお客様に対しても、新しい

北海道農業をアピールして参ります。新たに農

業に参入したいという企業の方々に対しても、

注目の農機展となる筈です。 

北海道の農業機械の更なる価値向上を目指し、

引き続き諸外国への継続的なグローバル展開も

視野に入れて、会員各社の支援も行って参りま

す。昨年１１月には、ドイツ・ハノーバーで開

催されました『アグリテクニカ２０１３』に、

北農工として出展をおこないました。中小企業

庁が行っている『ＪＡＰＡＮブランド育成支援

事業』にも、引き続き参画して、北海道の優れ

た畑・野菜作・酪農畜産用農業機械をＥＵやア

ジア等に発信して参ります。 

 

本年も関係諸機関、関係団体の更なるご支援

とご協力をお願い申し上げます。 

この新しい一年が皆さま方にとりまして素晴

らしい年になりますよう、心からお祈り申し上

げ、新年の挨拶とさせていただきます。 

 謹んで新年のお喜びを申し上げます。年頭に

当たり日頃から本会にお寄せ頂いております皆

様のご指導とご支援に対し衷心より厚く御礼申

し上げます。 
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北海道経済産業局長 年頭所感 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

経済産業省北海道経済産業局 
局長  増山 壽一 

 

平成 26 年の新春を迎え、謹んで新年のお慶

びを申し上げます。 

昨年の我が国経済を振り返ると、長引くデフレ

からの早期脱却と持続的な経済財政を図るため

のいわゆる「三本の矢」の効果で、日本経済は着

実に上向いております。北海道経済も堅調な生

産や個人消費の拡大、好調な観光、雇用状勢の

改善など景況は好転しており、デフレ状況は

徐々になくなりつつあるものの、「三本の矢」の効

果が、地域経済の隅々、個々の生産者、生活者

まで十分に行き届くようになるためには、もう一段

の施策と明るい経済についてのより明確な見通し

が必要となっています。 

こうした中、昨年 10 月には「経済政策パッケー

ジ」、先月には、国費 5 兆 5,000 億円を投入する

「好循環実現のための経済対策」が決定されまし

た。併せて臨時国会では、産業競争力強化法が

成立し、新たな市場を開拓しようとする企業を支

援するために、「企業実証特例制度」や「グレー

ゾーン解消制度」といった規制改革スキームが用

意されました。新たな市場創造や事業展開を促

していくため、規制改革スキームや税制、補助金

などにより、生産性向上のための設備投資等を

一層促進してまいります。まさしく、三本の矢を使

って、果敢に市場を開拓し、雇用を作り出す企業

を全面的に応援して、デフレ脱却を着実なものと

し、日本経済全体を再生していく覚悟でありま

す。 

また、昨年 11 月には、北海道の戦略産業を特

定し、地域資源を掘り起こし、道内経済の持続的

成長を促していくため、北海道庁と共に「北海道

産業競争力協議会」を設置いたしました。本協議

会で精力的な議論を行い、本年 3 月をめどに成

長戦略をまとめる予定ですが、その議論と連動し

つつ、様々な具体的取組を推進してまいります。 

まず、北海道の強みである「食産業」を核とし

て、食品の高付加価値化のための実証事業や

設備投資、アジアや中東地域における販路開拓

を支援してまいります。また、食と観光を融合した

新たなビジネスモデルの構築支援を行うことによ

り、これまでの「農商工連携」に加え、「観光・農

商工連携」も推進してまいります。ヘルスケア分

野においては、医療・介護機関と食関連分野の

事業者との連携強化を図るとともに、現行の規制

の適用範囲が不明確な「グレーゾーン」の解消等

を通じ、北海道らしいヘルスケア産業の成長を促

し、「医・農商工連携」にも取り組んでまいります。 

また、道内事業所の 99％以上は、中小企業・

小規模企業であり、地域における多様な経済の

担い手であると同時に経済発展を支える原動力

です。これまで、ものづくり産業における試作開

発・設備投資等を支援してきたところですが、商

業・サービス業における新サービスの開発等にも

支援を拡充してまいります。また、中小企業・小

規模企業の新陳代謝を促進するため、女性・若

者を始めとする創業や現場を支える人材の育成

も促進してまいります。一方、本年 4 月 1 日には

消費税率の引上げが控えています。昨年 10 月

に「消費税転嫁対策室」を設置したところであり、

相対的に交渉力の弱い中小企業・小規模企業

が不当に不利益を被ることのないよう、転嫁拒否

等の監視・取締りを行ってまいります。 

北海道における食を始めとする中小企業・小

規模企業の持続的成長を支えるには、エネルギ

ーの安定供給が不可欠です。現在も冬の厳しい

中、6％以上の数値目標付きの節電をお願いし

ておりますが、持続的成長を支えるための電力

の安定供給確保の必要性を新たに覚悟するとと

もに、併せて工場やビル等における高効率な省

エネ設備等の導入促進を図ってまいります。 

私を含め当局職員皆は、活力のある北海道を

創造するために、北海道に根ざしたローカルな

視点を持ちつつ、常に現場を大事にしながら、併

せてグローバルな視野で仕事をする、皆様にとっ

て身近な存在で今後ともあり続けたいと願ってい

ます。皆様と一緒に具体的で前向きな行動を起

こし、明るい未来の日本に向けて素晴らしい一年

となるよう、職員一丸となって邁進してまいりま

す。 

本年が皆様にとって実りの多い飛躍の年となり

ますよう、心からお祈り申し上げ、新年の御挨拶

とさせていただきます。 
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平成二十六年 知事年頭所感 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北海道知事 
高橋 はるみ 

 
新年明けましておめでとうございます。皆

様には、平素から道政各般にわたり深いご理

解と温かいご支援を賜り、心から感謝申し上

げます。 

昨年を振り返りますと、我が国では、震災

からの復興はもとより、急速に変化する国際

社会への対応や持続的な経済成長の実現など

が求められる中、経済の再生に向けて様々な

政策が打ち出され、景気が穏やかな回復を見

せるとともに、二〇二〇年の東京オリンピッ

ク・パラリンピックの開催が決定されるなど、

明るい話題があった一方で、局地的な豪雨や

大型台風などが日本各地で猛威をふるい、ま

た、消費者の信頼を損なう食品の不適切表示

などが問題となった一年でもありました。 

本道においても、暴風雪によってかけがえ

のない人命が奪われるなど、自然災害が道民

の皆様の安全・安心を揺るがすとともに、暮

らしや地域経済を支えているJR北海道の運行

管理に重大な課題が明らかとなりました。 

こうした中、道内では北海道独自の食品機

能性表示制度がスタートし、北海道米に続く

道産小麦などの食のブランド化に向けた取組

が拡大するとともに、アジアを中心に海外か

ら多くの観光客が本道を訪れ、また、災害リ

スクの低い本道に道外からの本社機能・生産

拠点などの移転が進んでいるほか、バイオマ

スなどによるエネルギーの地産地消に向けた

取組が広がりを見せ、さらには、アイヌ文化

の振興に向けた「民族共生の象徴となる空間」

が具体化するなど、道民の皆様とともに描き、

共有してきた夢の実現に向けて、確かな手応

えが得られた一年であったと感じています。 

私は、先人から受け継いできた、豊かな食、

美しい自然、世界に誇る環境・文化といった

「北海道価値」を一層発揮させ、本道の未来

への展望を切り拓いていくことを目指して 

取り組んでいます。 

このため、本年においては、食や観光をは

じめとする産業群の創造など「経済の活性化」、

本道の自然環境を活かす「環境先進地づくり」、

人口減少・高齢化を見据えた「安心社会づく

り」に向けて、地域の皆様と手を携え、地域

にこだわった道政を展開していくとともに、

自らの夢に向かって果敢に挑戦する未来を担

う人づくりを積極的に進めます。 

また、本道の基幹産業である農林水産業を

発展させ、次世代に継承していくことができ

るよう、TPP問題への対応にもしっかりと取り

組みます。 

北海道新幹線の開業まで二年余りとなり、

本道にとって新時代の幕開けがいよいよ近づ

いてきました。私としては、本年が北海道の

新たな発展にとって重要な一年になると確信

しており、経済が活気を取り戻し、誰もが安

心していきいきと暮らすことのできる北海道

を目指し全力を尽くす決意です。皆様の一層

のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

新しい年が、皆様にとりまして、輝かしい

未来に向けて歩みを進める年となりますよう、

心からお祈り申し上げ、新年のご挨拶といた

します。 
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当会では，JAPANブランド事業により平成25年

度はドイツのハノーファー市で開催された

AGRITECHNICA2013に出展した。展示会には当

会会員のIHIスター，アトム農機，エフ・イー，オ

サダ農機，サンエイ工業，東洋農機の6社が出展

した。展示会ではディーラー等の反響が大きく，

これは2回目の出展の影響と思われ，継続するこ

との大切さを感じた。展示会の概要を紹介する。 

展示会場には約 50ha で敷地内に設けられた屋

内ホール 24 と屋外敷地 1 である。屋外は大型の

林業機械が展示され，その他の機械は全て屋内ホ

ールの展示である。展示会場の移動は左と右まわ

りの循環バスを利用する。 

展示会場の入り口は 8 カ所あり，路面電車が止

まる北入口，ドイツ鉄道の駅（期間中は特急列車

が臨時停止）がある西入口からの出入りが多い。

国旗の日の丸は北と西入口に設置されており，前

回より増加していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【展示会への出展会社および来訪者】 

ヨーロッパの農業機械展を規模別にみると，ド

イツの AGRITECHNICA，フランスの SIMA，イ

タリアの EIMA が上位 3 位で，来訪者数を見ると

AGRITECHNICA2013は45万人，SIMA2013は24.9

万人，EIMA2012 は 19.6 万人となっている。その

他スペイン，イギリスなどでも開催されている。 

2013年のAGRITECHNICA出展会社数はドイツ

1,391 社，海外 1,507 社（46 か国），合計 2,898 社

（47 か国）であった。2011 年の前回と比べると，

195 社（ドイツ＋31 社，海外＋110 社）の増加と

なっており，これは主に海外からの出展会社が増

加している。海外からの出展会社を多い順にみる

と，イタリア 368 社，オランダ 117 社，中国とフ

ランスが 101 社，トルコ 92 社，オーストリア 81

社，イギリス 61 社となっており，ヨーロッパの

工業国からの出展が多い。 

展示会への来訪者は 83 か国で，ドイツ 33.8 万

人，海外 11.2 万人，合計 45 万人で，前回より約

3 万人増え，世界最大の展示会である。 

 

【メダル受賞機械】 

AGRITECHNICA 展示会のコンセプトは「技術

革新による貢献」であり，新しい機械やシステム

に国を問わずメダルを授与し，開会前日に表彰式

が行われる。今回は Gold Medal 4 機種，Silver 

Medal 33 機種であった。Gold Medal は Grimme 社

のジャガイモと石・土塊の気流分離装置，Rauch

社の超音波によるブロードキャスタの散布幅計

測と散布量制御，Merlo 社のハイブリッドテレハ

ンドラ，Claas 社のトラクタや収穫機のオンライ

ンシミュレータである。Silver Medal にもユニー

クな技術革新が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JAPAN ブランド 2013 
AGRITECHNICA 出展は大盛況 

北入口の国旗 

路面電車がつく北入口 Grimme 社の石・土塊選別ポテトハーベスタ 
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【北農工の展示】 

展示スペースは 12×5m，60m2 と前回の半分強

の広さで，会場装飾などに経費節減を図ったが結

構経費は高い。展示場所は収穫機関係の展示が多

い 21 館の D21 である。 

北農工は 2 回目の展示であったためディーラー

の来訪が増え，前回の展示も知っていた。出展回

数が増えると認知度の向上とともに信頼が増す

と思われ，狭いブースでも良いので継続した出展

が必要であろう。また，EU やその他の国，政府

関係者等から農業情報なども知ることができる

メリットは大きい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【DLG のセミナーと特別企画】 

展示会ではセミナー開催が当たり前の様にな

っており，今回も会場内に設けられてブースで多

数の講演が行われ，質問が飛び交い，聞くだけの

セミナーでない。今回の主要なセミナーを紹介す

ると「Smart farming（スマートファーミング）」，

前回からこの名称がつかわれているが，以前から

行っていた精密農業と IT を融合した農業機械と

農業への貢献に関するセミナーである。朝 10 時

から 16 時まで 6 日間行われ，最新技術の紹介，

実施成果などの講演があった。 

今回新しく設けられたセミナーは「Rice 

production（コメ生産）」で，EU では生産が少ない

分野であるが世界の食料生産の観点で重要と考

えられたのだろう。このセミナーは 7 日間行われ

たが，Smart farming より演題数が少なく，また耕

起，砕土，直播のテーマが多かった。初回であり

テーマ設定はあまり芳しくなかった。今後も引き

継がれると考えられ，発展する可能性が高い。日

本のコメ生産に係る技術を紹介したいものであ

る。 

特別展示は「Historical agricultural machinery and 

equipment（歴史的なトラクタと機械展示）」で，

ディーゼルエンジンを発明した Rudolf Diesel 没

100 年記念の展示であった。展示会場には 1905 年

MAN 社製，96.4 トン，20PS のエンジンが稼働し

ていた。その他にも蒸気トラクタや古いトラクタ，

1957 年製 Claas 社の古い自走式コンバインなどが

展示されており，これらの機械は運転可能とのこ

とであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業機械の大型化傾向は続いており，今回も花

形の大型トラクタやコンバイン，ハーベスタなど

の展示が多かった。しかし，土壌踏圧による生育

不良や排水不良などが起きており，これ以上の大

型化は困難で軽量機械による複数同時作業の研

究が進められている。以下に大型機械の写真を示

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

準備中の北農工展示ブース 

MAN 社のディーゼルエンジン，20PS，1905 年製 

大型トラクタ 

タイヤ本数を増やしても踏圧は防げない 
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【VDMA ドイツ機械工業会資料より】 

VDMA が発刊した「Market Perspectives2014」

より EU における農業機械の概要を紹介する。世

界の農機生産額は増減があるものの 2005 年以来

毎年増加し，2013年は943億ユーロとなっている。

地域別にみると EU，北アメリカが全体の 1/2 以上

を占めており，中国の増加が著しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

EU ではトラクタは-3%で，フランスのみが増

加で，その他の国は減少している。作業機は EU

全体では前年とほぼ同じで，その内ドイツ，フラ

ンスは増加，イタリア，イギリスは減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大型コンバイン 

前輪の代わりにクローラ採用が増加 

大型播種機 

自走式ビートハーベスタ 

インターナショナルラウンジ 

コーヒーを飲みに寄られてはいかが 

世界の農機生産額 

世界の農機生産額の地域別割合 

EU の作業機市場動向 
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会員各社の今年の新製品・主力製品を紹介する

ため，各社からの報告に加えて，「農経しんぽう」

および「農機新聞」のホームページなどから情報

を収集した。引用を許された農経新報社と新農林

社に厚く御礼申し上げる。両ホームページの URL

は下記の通りである。 

農経しんぽう：http://www.n-simpo.co.jp 

農機新聞：http://shin-norin.co.jp 

 

1．エフ・イーの新製品･主力製品 

異形根菜類洗浄機 

ダイコン，ニンジン，ナガイモ，ゴボウなどの

洗浄機を開発‣販売してきたが，新たにショウガ，

キクイモ，ウコンなど複雑な形状の野菜を洗浄す

る洗浄機を開発した。 

異形の野菜を洗浄するには単にブラシでこす

るのではなく，縦軸搬送ブラシで原料を回転させ

ながら洗浄する方式で，回転させることにより高

圧水が隅々まであたり，曲りや凹み部分の汚れや

くすみを洗浄する。洗浄ノズルは特殊扇型ノズル

を採用し，洗浄ポンプは標準装備となっている。 

洗浄ブラシは耐摩耗性の特殊ナイロンブラシ

で，原料の状態や付着している土の質により洗浄

ムラをなくすため，インバーターによりブラシ回

転数を任意に変更できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

型式 FGW-S 

寸法 765W×2,730L×1,870H 

処理能力 500-600 kg/h 

必要水量 68 リットル/分 

動力 0.75ｋW，三相 200V 

ポンプ 5.5ｋW，三相 200V 

 

2．IHI スターの新製品･主力製品 

インラインベーラ 

ベールサイズ 36×46×30-120cm の角ベールが

できる小型のインラインベーラである。ピックア

ップ幅は 170cm と広く，牧草はもちろん稲わらや

豆殻などの残渣の梱包にも利用できる。EU では

トラック等での輸送効率が良いため，ロールベー

ラから角型のビッグベーラの利用が増加してい

る。本機は AGRITECHNICA2013 に出展した。 

機体の大きさは，全長 4.65m，全幅 2.5m，高さ

1.8m，重量 1.69 トンである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

今 年 の 新 製 品 ・ 主 力 製 品 

会 会 業 短

インラインベーラ 

異形根菜類洗浄機 
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☆平成 25 年 5 月 24 日 第 61 回北農工総会開催 

第 210 回理事会および第 61 回通常総会が開

催された。総会と同時に平成 25 年度表彰式（優

良農機，従業員功労，永年継続会員），特別講

演会（工業試験場の開発研究と農業機械への利

用，工業試験場鈴木部長）も同時に開催された。 

 

☆平成 25 年 6 月 1 日 北農工会長に青栁 稔 

IHI スター社長が就任 

5月 24日の第 210回理事会で細倉 雄二会長

が退任し後任の会長として新理事の青栁 稔 

IHIスター社長が選ばれ，6月1日付で就任した。 

 

☆平成 25 年 6 月 1 日 JAPAN ブランド事業【ブ

ランド確立支援事業 3 年目】が採択 

当会が申請していた JAPAN ブランド育成支

援事業「北海道の優れた畑・野菜用農業機械の

ヨーロッパ市場開拓プロジェクト（ブランド確

立支援事業 3 年目）」が採択された。 

 

☆平成 25 年 9 月 11 日 農業食料工学会記念講演

会および大会が開催 

農業機械学会が農業食料工学会に名称が変

更となり，記念講演会と第１回大会が帯広畜産

大学で開催された。 

 

☆平成 25 年 10 月 31 日 第 5 回「ものづくり日

本大賞」を受賞 

北農工会員の受賞者は下記のとおり。 

 

【優秀賞】（製品・技術開発部門） 

〇重量物のハンドリングの軽労働化を実現し

た農用トラクタ用リアバケットの開発改良 

（株）アトム農機：寺崎 康治 

 

【ものづくり地域貢献賞（北海道経済産業局長

賞）】（製品・技術開発部門） 

〇作業者を選ばない国産初の農業機械用GPSガ

イダンスシステムの開発 

（株）IHI スター：森 素弘，宮西 広樹，高

橋 端子 

 

☆平成 25 年 11 月 10 日 「JAPAN ブランド育成

支援事業」の参画企業 6 社および当会が

AGRITECHNICA 2013 に出展 

JAPAN ブランド育成支援事業の一環として，

北海道農業機械工業会と事業参画会員企業 5 社

（IHI スター，アトム農機，エフ・イー，オサ

ダ農機，サンエイ工業，東洋農機）が出展し，

ディーラー等との商談を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

編集後記 
 

★TPP 交渉，決着の中身と農政の動きに注視。 
★急激な円安で輸出産業は上向き。輸入資材や燃

料の高騰，消費税上げなどで，次年度の農機売

り上げの行方は？ 
★7 月に帯広で国際農機展開催予定。国内‣海外

へのアピールに絶好の機会。 
★農作業事故減少はなかなか進まず。良い対策

は？ 安全性の高い作業機と作業補助者のい

らない作業機開発が急がれる。 
★ホームページアクセスは急増。ありがとうござ

います。 
（文責 原 令幸）

農業機械業界･本会会員の動き

AGRITECHNICA2013 
Rice production のセミナー 
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ホクレン農業協同組合連合会

農機燃料自動車部長

阿　部　健　三

一般社団
法　　 人 北海道農業機械工業会

役 員 一 同

会 長 青 栁　　稔（株式会社IHIスター 社長）

副会長 山 田　政功（東洋農機株式会社 社長）

副会長 土 谷　令次（株式会社土谷製作所 会長）

事務理事 原 　　令幸（学識経験者）

理 事 本 田　正一（本田農機工業株式会社 会長）

理 事 安久津　昌義（日農機製工株式会社 社長）

理 事 毛 利　　剛（サンエイ工業株式会社 社長）

理 事 福 地　博行（株式会社福地工業 社長）

理 事 寺 崎　康治（株式会社アトム農機 会長）

理 事 松 田　和之 （訓子府機械工業株式会社 社長）

理 事 長 田　秀治（オサダ農機株式会社 社長）

理 事 成 田　慶一 （株式会社ロールクリエート 会長）

理 事 菅 野　充八（スガノ農機株式会社 社長）

監 事 山 本　哲夫（北海バネ株式会社 専務）

監 事 小 松田　清 （株式会社タカキタ札幌支社 支社長）

監 事 高 井　宗宏（学識経験者）

顧 問 村 井　信仁（学識経験者）

農業機械の専門新聞です
　　　農政と機械化の問題点
　　　農業機械の新製品動向
　　　農業関連資材の動き

国際農業社
本社  東京都台東区上野1-16-5産経ビル　  03－3831－5281(代)
支社  大阪市西区京町堀1-10-8福岡ビル　  06－6441－2043(代)
URL  http://www5.ocn.ne.jp/ ñouson-n/
E-mail  nouson-n@vesta.con.ne.jp

農機新聞のホームページ　http://www.shin-norin.co.jp

東京都千代田区神田錦町1- 1 2 - 3
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（平成 25年 4月より電子版へ移行しました）

好評発売中　　 

2014年

日本農業の成長産業化目指して

15,239
（税・送料別）
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WADO 除雪機

122㎝
除雪幅

43.6PS
最大出力

278t/h
除雪能力

SW4412A

〒025-0035　岩手県花巻市実相寺410番地
TEL／0198-24-3221　FAX／0198-41-1221

〒068-0852　北海道岩見沢市大和2条3丁目9番地
TEL／0126-22-6221　FAX／0126-22-2162

豊潤なパワー
充実した装備

ハイグレード除雪機
思いのままの操作で、心地よい除雪を

あらゆる雪質や積雪で、
可能性を最大限ひきだせる
WADOの上質をあなたに

本　　　　社

岩見沢営業所

 URL／http://www.wadosng.jp/

HP　http://atomnoki.com

本社　北海道上川郡美瑛町北町2丁目

除雪・収穫作業・資材運搬に最適！

Tel（0166）92-3315　Fax（0166）92-3410
Eメール　atomnoki@phoenix-c.or.jp

揺るぎない実績こそが大きな信頼と性能の評価を得ています。
油圧バケット ソイルクランブラ

ソイルクランブラは簡易粗耕起を4～8km/hの
高速で行うことができます。弊社オリジナルの
ナイフ、刃先の角度形状により、下層部の土を
極端に持ち上げることがないため、耕起後の圃場に
急激な変化を与えません。

F-2SPHの平行リンク方式は、誤操作なく
誰にでもすぐに使いこなすことが出来ます。
従来のF-2SPより高く上がります。

平成２４年 謹賀新年平成２６年 謹賀新年



URL http://ishimura-agri.co.jp 

〒071-0215 北海道上川郡美瑛町扇町
TEL 0166-92-2278 FAX 0166-92-2379

平成２４年 謹賀新年平成２６年 謹賀新年



エム・エス・ケー農業機械株式会社
〒061-1405　北海道恵庭市戸磯193-8

　　　　TEL：0123-33-3120　　FAX：0123-33-3172
    http://www.mskfm.co.jp

エム・エス・ケー農業機械の取り扱いトラクターレンジに新たなシリーズが加わりました。既に発表
済みのダイナ6に加えてダイナ4と無段変速式トランスミッションを搭載したダイナVTモデルが加
わり、お客様のニーズに更に幅広くお答えする事が可能になりました。
3種類のトランスミッション、ベーシックなエフィシェントモデルと最上級のエクスクルーシブ2つのモ
デル。定格130馬力～240馬力の中から皆様の要求に最適なトラクターを選択してください。
MF7600トラクターはただハイスペックなだけでなく、第2世代SCRシステムを搭載したエンジンは
最新の排気ガス規制 Tier3b (=Tier4)を満たしており、クリアな排気と非常に優れた低燃費を両立
したトラクターです。
全車標準装備のフロントサスペンション、キャブサスペンション（エクスクルーシブモデルは油圧式
調整可能サスペンション）及びエアサスペンションシートがあらゆる作業下で快適な乗り心地を提
供します。

”2012年ゴールデントラクターデザイン部門”-アグリテクニカ -ドイツ
”2012年トラクターオブザイヤーファイナリスト”-アグリテクニカ -ドイツ
”2012年マシンオブザイヤー”-アグリテクニカ -ドイツ
”2012年グランドイノベーションアワード”-アグロマッシュ -ハンガリー
”FIMAイノベーションアワード銀メダル”-FIMAショー -スペイン

等数々の賞を受賞した理由を、今度は皆様が実際に使用して体感してください。

MF7600シリーズトラクター

平成２４年 謹賀新年平成２６年 謹賀新年



枝豆ピッカー 600 
枝豆収穫の大幅な

省力化を計る新機構
枝豆を逆さまにし根元茎部をホールタンベルト
に供給する懸垂方式と昇降移動中に左右のもぎ
羽根の間で脱莢する新機構。

仕　様　※仕様は改良のため予告なく変更することがあります。

http://www.honda-nouki.com

型式 機体寸法 重量 脱莢性能 備全長 全幅 前高
HYM-600EGK-C 186㎝ 107㎝ 198㎝ 262㎏ 110～ 140㎏ /H 三相モーター 200V，1kW
HYM-600SM-C 225㎝ 107㎝ 205㎝ 372㎏ 110～ 142㎏ /H トラクター用 PTO駆動 35ps ～

北海道岩見沢市栗沢町

水田除草用

・　本機の操作には、資格・免許の必要はありません
・　ホイールタイプのプロポ（リモコン）で超かんたん
・　一人でらくらく移動でき、すぐ作業に入れます
・　Ｖ型船底により、非常に安定した直進性能を実現
・　薬剤は船底から水中に放出するので、飛散の心配が
　 なく、他作物や環境への心配がありません

水田除草の強い味方！薬剤散布が安全・確実・簡単に！

ブーム式自動かん水装置
シャトル

苗に優しく、
     ムラなくかん水

ＳＫ－Ｘ１７

かん水を自動化すると
ハウス作業は楽しくなる

抜群の安定走行！

苗にやさしい！

スピード自在！
長時間駆動！

巻取りも安心！

格納も簡単！６つの快適
標準装備
６つの快適
標準装備

販売累計台数　６５４１台！

お求め安く新登場！

岩見沢市東町 6 9 7 の３
電話㈹（0126）22-6262 番
F A X（0126）22-6225 番
奈井江町茶志内 970-10
電話㈹（0125）65-5115 番
F A X（0125）65-5114 番

本社・工場

奈井江支店
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